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テレワークと連動して
「人時生産性」を評価指標にすることで、
生産性の高い働き方を実現
株式会社 WORK SMILE LABO（ワークスマイルラボ）

コロナウイルスによる一過性のものではなく、働き方に変革をもたらす「制度としてのテレワーク」をどのように実現
すべきか。株式会社 WORK SMILE LABO代表取締役の石井 聖博氏にテレワーク導入のコツをお聞きしました。

事務機器を販売する 
会社から、働き方を創り、 
提案する会社へ

弊社は今でこそ「ワークスマイ
ルラボ」という横文字の会社です
が、創業は1911年（明治44年）で
109年の歴史のある会社です。
創業当時は「石井弘文堂」という名
で、筆や墨を販売する町の文具
屋でした。時代の流れとともに商
材を変え、「石井事務機センター」
としてオフィス用品やOA機器の
販売を始めましたが、リーマン
ショックで倒産の危機に直面しま
した。新ビジネスを展開しなけれ
ば融資も受けられない状況で、
お客さまが何を求めているのか
を考え抜いた結果、お客さまは
コピー機やオフィス家具がほしい
のではなく、それを利用した環境、

つまり「より良く働くこと」を求め
ていると気づきました。そこで、
まず自社で商品や制度を導入し、
試した結果を基に働き方のモデ
ルを構築し、商品だけでなく活用
方法まで提案できるようにビジネ
スを切り替えたのです。

テレワークの「環境づくり」は、 
労務管理、コミュニケーション、
書類電子化、パソコン環境の 
四つが重要

テレワークに取り組んだのは約
4年前です。当時、あるパート社
員のお子さんが病気がちで、早
退したり急に休んだりすることが
多くなっていました。それにより
職場の雰囲気が悪くなってきたと
感じたので、働き方を提案する会
社として何か解決方法がないかと

考え、テレワークを導入しました。
試行錯誤の結果、今ではその経
験を基に中小企業のテレワーク導
入支援も行っています。そして、
テレワーク成功のコツは「働く環
境をいかにオフィスに近づける
か」を考えることで、それを満た
すために「環境づくり」と「やり方
（方法論）」の二つの側面が重要だ
と気づきました(図1参照)。
まず、「環境づくり」には、四つ
の課題があります。一つ目は労
務管理で、社員がいつ、何をして
いたかをどう管理するかを決めな
ければなりません。二つ目は、コ
ミュニケーション手段で、離れた
場所でどのようにコミュニケー
ションを取るのかが重要です。三
つ目は書類の電子化、クラウド化
で、紙やデータの場所に業務が

縛られてしまうとテレワークが実
現しません。四つ目が、パソコン
やネットワークなどのITインフラ
の整備で、セキュリティを含めオ
フィスと同等の環境を実現しなけ
ればなりません。これらの課題を
解決するためには制度の構築だ
けでなく、ITなどのツールの活用
が不可欠です。弊社では、中小
企業が利用しやすいように低価格
のもの、知識があまりない方で
も使いやすいものを組み合わせ
て利用しています。

テレワークが必要な人を 
「モデル社員」に選定し、 
小さな規模からスタートする 
のが成功のカギ

テレワークの「やり方」で重要な
のは、出社したくてもできない人
など「テレワークをしたい人」をモ
デル社員にし、その人を通じて業
務のルール化や最適なIT環境を
構築することです。その際、「お
子さんの送り迎えがある」「親御
さんの介護がある」など今の働き
方に困っている人を選んでくださ
い。正直に言えば、テレワークで
オフィスとまったく同じように仕事
をするのは困難です。困っていな
い人は「効率が落ちるからテレ
ワークをしたくない」となりがちで、
自社にとって効果的な方法を創造
しにくいため、モデル社員の選定
は非常に重要です。
また、「来週から全社一斉にテ

レワークに切り替えます」というの

もやめたほうがいいです。
一度に切り替えようとしても現

場が混乱するだけなので、一部
の社員のみが、週に１回だけ在宅
で勤務するといったスモールス
タートが成功につながります。さ
らに、社員の裁量に任せることも
大事です。「自宅だとさぼるかも
しれない」という考えでは何も始
まりません。疑心暗鬼にかられて
日報などで行動を細かくチェック
するのでは、社員に不快感を与え、
テレワークのスピード感も落ちて
しまいます。反対にチェックすべ
きは成果の部分で、今まで「10」
の仕事ができていた人が、自宅
では「5」の成果になってしまう場
合は改善が必要です。ネットワー
ク環境が悪い、家族が妨げとなり
集中できないといったことが主な
要因になるので、早急にそれを取
り除く必要があります。

評価制度に「人時生産性」を 
導入し、時短勤務でも 
一般社員以上の賞与を 
得ることが可能に

最も重要なことは、テレワーク
導入と連動して評価制度も変える
ということです。働き方を自分で
選ぶためには、生産性が大事で
あることを浸透させれば、おのず
とテレワークが機能します。その
ために弊社では、営業、技術、管
理部門がそれぞれの成果を数値

化し、総労働時間で割って算出し
た「人時生産性」という指標を導入
しています（図2参照）。以前は、
弊社でも時短制度を導入してお
り、該当者は給与・賞与を何割か
カットしていましたが、これだと
働くマインドが下がってしまいま
す。時短勤務者は、働きたくない
からではなく、事情があって時短
にしているので、7時間労働でも
8時間分の仕事をする人も多い
のです。そのため評価制度では
「人時生産性」のウェイトを高くし
て、生産性が上がると賞与が増
える仕組みにしています。
これからは、時間に制限があ
る中で働きたい人が山ほど出て
くると思います。中小企業の経
営者には、そのような人たちが
生産性を高める働き方ができる
よう、テレワークなどの制度を活
用して早急に土台作りをすること
が求められています。日本全体
で生産性が高まれば、コロナ以
降の経済も活性化するはずなの
で、テレワーク普及に貢献したい
ですね。
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テレワーク
導入事例 「働き方変革」をもたらすテレワーク導入のコツ

【図1：テレワーク成功のコツ】
目標 テレワークで働く環境をいかにオフィスに近づけるか

環境づくり やり方（方法論）

●労務管理
●コミュニケーション手段
●書類の電子化、クラウド化
●パソコン環境、
　ITインフラ整備
　（セキュリティ含む）

●モデル社員の選定
●スモールスタート
●社員の裁量にまかせる
　（行動を管理しない）
●生産性を高める評価制度
　（成果を重視する）

【図2：ワークスマイルラボの「生産性評価」】
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「生産性評価」基礎点のウェイトは一般クラスで「人時生産性」を高く、マネージャークラスでは「チーム時生産性」を高く設定。
評価点は、「人時生産性」と「チーム時生産性」の基礎点に1～5点を乗じて算出。満点は2,500点。

評価点（満点）

代表取締役　
石井 聖博氏


